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卒業生調査（2024年 3月卒業生を含む過去 5年）結果について 

2024 年度教学 IR プロジェクト 

 

標記の件について、今年度は以下の条件に基づき調査を実施した。 

 

【条件】 

対象学生 ：2016 年入学生(539 名)、2017 年入学生(594 名)、2018 年入学生(705 名)、2019 年入学生

(732 名)、2020 年入学生(953 名)、合計 3523 名 

高校ランク：Ａ＝偏差値 70 以上、Ｂ＝偏差値 65～69、Ｃ＝偏差値 60～64、Ｄ＝偏差値 55～59、Ｅ＝偏

差値 50～54、Ｆ＝偏差値 45～49、Ｇ＝偏差値 40～44、Ｈ＝偏差値 35～39、Ｉ＝偏差値 34

以下、通信、大検、外国、他 

      ※必要に応じてＡ－Ｃ、Ｄ－Ｆ、Ｇ－Ｉ、他でグルーピングする場合もあり。 

高校評定 ：Ｆ＝2.5以下、Ｅ＝3.0 以下、Ｄ＝3.5 以下、Ｃ＝4.0 以下、Ｂ＝4.5 以下、Ａ＝5.0以下 

ＧＰＡ  ：Ｈ＝0.5以下、Ｇ＝1.0 以下、Ｆ＝1.5 以下、Ｅ＝2.0 以下、Ｄ＝2.5 以下、Ｃ＝3.0以下 

Ｂ＝3.5以下、Ａ＝4.0以下 

入試種別 ：AO、スカラセンター、スカラ一般、センター、一般、課外活動推薦、公募制推薦 

指定校推薦、自己推薦、社会人、外国人、帰国生 

在籍状態 ：卒業、休学、留年、除籍、退学 

進路分類 ：就職（正規）、就職（非正規）、一時的な仕事、家業従事、進学、現職停留 

就職を希望しない、事情により就職しない、民間以外、未登録 

 

【出身高校・高校評定平均・入試制度からの学生分析】 

1-1：入学年度別高校一覧（入学者数 TOP10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1-2：入学年度別高校ランク別入学者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3523 名の入学者のうちＥ、Ｆ、Ｇ、Ｈランクの入学生が 2609 名（74％）を占めている。2016年～

2018 年まではＧランクが 30%以上でＨランクと合わせると約 50%を占めている。2019 年度以降は同ラン

クが 40%を下回り、Ｅ、Ｆランクの比率に上昇が見られる。 

 

1-3：高校ランク別入試制度別入学者数(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入試制度別に入学者を見ると、５年間平均では一般入試が 24.7％、指定校推薦が 22.8％、センターが

18.6％、AOが 14.5％の構成となっている。 

74％を占める E、F、G、H ランクの高校生が利用する主な入試制度は以下の通り。 

Ｅランク：センター（165 名、36.3％）、一般（156 名、34.4％）、指定校推薦（41 名、9％） 

Ｆランク：一般（174 名、28.7％）、指定校推薦（133名、21.9％）、センター（122名、20.1％） 

G ランク：指定校推薦（310 名、29.8％）、一般（234名、22.5％）、AO（202 名、19.4％） 

H ランク：指定校推薦（190 名、37.3％）、AO（93 名、18.3％）、一般（90 名、17.7％） 

 

1-4：高校ランク別高校評定分布(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学者の出身高校と評定平均の関係については、まず全体では評定平均D（3.1～3.5）が 1098 名

31.2％、評定平均 C（3.6～4.0）が 1000 名 28.4％、評定平均 B（4.1～4.5）が 632 名 17.9％である。 

主要な E、F、G、H ランクの高校生の評定平均は以下の通り。 

Ｅランク：評定平均D（3.1～3.5）190 名 41.9％、評定平均 C（3.6～4.0）118 名 26.0％ 

Ｆランク：評定平均D（3.1～3.5）219 名 36.1％、評定平均 C（3.6～4.0）175 名 28.9％ 

G ランク：評定平均 D（3.1～3.5）337 名 32.4％、評定平均 C（3.6～4.0）325 名 31.3％ 

H ランク：評定平均 C（3.6～4.0）175 名 34.4％、評定平均 B（4.1～4.5）125 名 24.6％ 

 

1-5：高校ランク別在籍状態(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3523 名の入学者のうち卒業した者は全体で 80.3％（2830 名）であるが、G ランクと I ランク・通信・

大学検定・外国人は 80.3%を下回っている。退学は 13.5％（475 名）、除籍は 2.7％（95 名）であり、退学

はランクを問わず一定数（但し Aランクは母数が５名のため、１名で 20％となる。）存在するが、網掛け

部分については平均値を上回っている。 

 

1-6：高校ランク別評定平均別卒業者割合(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほども述べた通り 3523 名の入学者のうち卒業した者は 2830 名（80.3％）である。高校評定平均が F

（2.5 以下）になるといずれの高校ランクにおいても平均卒業率 80.３％を下回り、卒業した者の割合は

48.6％（37名中 18 名）に留まる。高校評定平均が E（2.6～3.0）の場合は高校ランクが E 以下(偏差値 54

以下)になると平均卒業率 80.３％を下回り、かつ、卒業した者の割合は 69.3％（374 名中 259名）とな

る。また、高校評定平均が D（3.1～3.5）の場合は高校ランクが G以下(偏差値 44 以下)になると平均卒業

率 80.３％を下回り、かつ、卒業した者の割合は 78.1％（1098 名中 858 名）となる。 

 

1-7：高校ランク別評定平均別退学者＆除籍者割合(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1-5 でも触れたが、3523 名の入学者のうち退学した者は 475 名（13.5％）、除籍となった者は 95名

（2.7％）であり合計で 570 名（16.2％）である。高校評定平均が F（2.5 以下）の場合、いずれの高校ラ

ンクにおいても退学除籍者の平均である 16.2％を上回り、退学及び除籍となった者の割合は 35.1％（37

名中 13名）となる。高校評定平均が E（2.6～3.0）の場合は、高校ランクが F 以下(偏差値 49以下)にな

ると退学除籍者平均を上回り、かつ、退学除籍者の割合は 23.8％（374 名中 89 名）となる。また、高校

評定平均が D（3.1～3.5）の場合は、高校ランクが G(偏差値 44 以下)以下になると退学除籍者平均を上回

り、かつ、退学除籍者の割合は 18.3％（1098 名中 201名）となる。 

 

1-8：高校ランク別進路分類状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3523 名の入学者のうち就職（正規）となった者は 2183 名（62.0％）である。高校ランクで見ると C か

ら H ランクのいずれもが平均値（62.0％）を超える結果となっている。一方進路決定の報告が無かった

（学籍異動を含む）者は 871 名（24.7％）であり、就職（正規）で平均値を超えた高校ランク G が含まれ

てはいるものの、平均値（24.7％）を超えている高校ランクはいずれも就職（正規）において平均値

（62.0％）を超えていない。 

 

 

 



1-9：高校評定平均別入試制度別卒業率(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-5、1-6 で述べた通り 3523 名の入学者のうち卒業した者は 2830 名（80.3％）である。この表では高校

評定平均と入試制度をクロスし、卒業平均値 80％を下回った箇所に網掛けを行った。スカラ並びに一般・

公募制・自己推薦の高校評定 A・B は母数が少なく若干の人数で率が変化するため言及はしない。AO と

自己推薦では評定平均 C（3.6～4.0）以下となると平均値 80％を下回る。一般・課外・公募制・指定校で

は評定平均Ｄ（3.1～3.5）以下で平均値 80％を下回る。センターでは評定平均Ｅ（2.6～3.0）以下で平均

値 80％を下回るという状況である。 

 

【ＧＰＡに基づく学生分析】 

2-1：入学年度別「４年間通算ＧＰＡ」分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入学年度別に４年間通算 GPA を調査した。2016 年度から 2020 年度でみると以下のような傾向が見ら

れ、2020 年度入学生は A～B も増えているが Hも一定数おり、D～F が減じている。 

 

ＧＰＡランク 2016年度入学生 2020年度入学生 傾向 

Ａ（3.6～4.0） ３．９％ １４．７％ 上昇傾向 

Ｂ（3.1～3.5） １３．５％ １８．０％ 上昇傾向 

Ｃ（2.6～3.0） １７．１％ １７．５％ 変化なし 

Ｄ（2.1～2.5） １８．２％ １４．５％ 下降傾向 

Ｅ（1.6～2.0） １９．５％ １４．４％ 下降傾向 

Ｆ（1.1～1.5） １５．８％ ６．１％ 下降傾向 

Ｇ（0.6～1.0） ６．３％ ６．５％ 変化なし 

Ｈ（0.0～0.5） ５．８％ ８．３％ 上昇傾向 

 

2-2：１年終了時ＧＰＡと入試制度の相関状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右｢総計｣欄が当該 GPA の全体平均となるが、入試制度別に平均値を上回る部分に網掛けを行った。ス

カラセンター入学者は 71.1％が GPA ランク Aである。スカラ一般入学者は 45.6％が GPA ランク A、

36.8％が GPA ランク B。センター入学者は 15.4％が GPAランク A、24.5％が GPA ランク B、19.1％が

GPA ランク C であり、平均値を上回っている。また、AO、自己推薦、外国人では GPAランク E・F・

G・H において平均値を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-3：１年終了時ＧＰＡと高校ランクの相関状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高校ランク A（総数５名）、B（総数 30名）については母数が少ないため言及は避ける。高校ランク

C・D・E については GPA ランクの上位で平均値を超える状況が確認できる。一方で G・H・Iでは GPA

ランクの下位で平均値を超える状況が確認できる。 

 

2-4：１年終了時ＧＰＡと在籍状態の相関状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3523 名のうち卒業者は 2830 名（80.3％）である。GPAランク A（3.6～4.0）～E（1.6～2.0）では

80.3％を超えて卒業する者がいるが、GPAランク F（1.1～1.5）以下では 80.3％を超えることが出来な

い。また留年者の平均率（2.8％）、除籍者の平均率（2.7％）、退学者の平均率（13.5％）も GPAランク F

以下になると上回る状況にある。 

 

2-5：４年間通算ＧＰＡと入試制度の相関状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右｢総計｣欄が当該 GPAの全体平均となるが、入試制度別に平均値を上回る部分に網掛けを行った。ス

カラセンター入学者は 57.9％が GPA ランク Aである。スカラ一般入学者は 43.9％が GPA ランク A、

29.8％が GPA ランク B。センター入学者は 15.4％が GPAランク A、23.5％が GPA ランク B となり、平

均値を上回っている。また、AOでは GPAランク D 以下、自己推薦では GPA ランク E以下において平

均値を上回っている。 

 

2-6：４年間通算ＧＰＡと高校ランクの相関状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高校ランク A から E については GPA ランクの上位で平均値を超える状況が確認できる。一方で G・

H・I では GPAランクの下位で平均値を超える状況が見られ、１年終了時 GPA と大きな違いは確認され

ない。 

 

2-7：４年間通算ＧＰＡと進路分類の相関状況(入学年度 2016～2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3523 名の入学者のうち就職（正規）となった者は 2183 名（62.0％）である。GPAランクで見ると A

（3.6～4.0）から E（1.6～2.0）のいずれもが平均値（62.0％）を超える結果となっている。一方進路決定

の報告が無かった（学籍異動を含む）者は 871 名（24.7％）であり、GPA ランク F（1.1～1.5）以下で平

均値（24.7％）を超えている。 

 


